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　肩
の
力
を
抜
こ
う

鳥
居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。
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ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
回
を
重
ね
て
い
こ
う

一
度
二
度
と
繰
り
返
し
て
身
に
つ
け
よ
う

一
人
二
人
と
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
も
で
き
た

普
段
の
自
分
を
忘
れ
て
い
た

身
構
え
る
自
分
が
嫌
い
だ
っ
た

肩
の
力
を
抜
い
て
と
優
し
く
言
わ
れ
た

民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
た
て
で
す

初
め
て
を
思
い
だ
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い

肩
の
力
の
抜
き
方
か
ら
お
願
い
し
ま
す

何
も
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る

誰
か
の
代
わ
り
が
で
き
る
わ
け
が
な
い

で
も
肩
に
背
負
っ
た
も
の
が
重
た
い

何
も
わ
か
ら
な
い
と
知
っ
て
い
る

誰
も
が
通
っ
た
道
に
立
つ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
足
が
す
く
む

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

何
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

何
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
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■ 

内
　容

　高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か

け
て
、
日
本
は
経
済
発
展
に
沸
き
、
そ
れ

と
共
に
競
争
が
激
化
し
ま
し
た
。
勝
者
と

敗
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
。
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
で
は
「
24
時
間
働
け
ま
す
か
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
美
徳
の
よ
う
に

流
れ
た
時
代
で
し
た
。

　や
が
て
、
そ
う
し
た
時
代
へ
の
反
省
が

ゆ
と
り
教
育
へ
と
反
映
さ
れ
、
競
う
こ
と

へ
の
忌
避
の
風
潮
が
じ
わ
り
と
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
時
が
流
れ
て
迎
え
た
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
は
、
か

つ
て
の
成
長
主
義
へ
の
反
動
か
、
多
く
の

人
が
「
が
ん
ば
ら
な
く
て
い
い
」
と
い
う

癒
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

　そ
し
て
現
在
、
競
争
の
結
果
と
し
て
勝

者
に
な
る
こ
と
を
美
徳
と
す
る
生
き
方
に

は
も
う
戻
れ
な
い
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

頑
張
ら
ず
ゆ
る
ゆ
る
と
生
き
る
こ
と
も
納

得
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も

少
な
く
な
い
は
ず
。

　自
分
の
価
値
観
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、

柔
軟
に
社
会
に
適
応
す
る
生
き
方
。
そ
れ

が
本
書
の
提
示
す
る
「
ゆ
る
ス
ト
イ
ッ
ク
」。

自
身
が
輝
く
た
め
に
は
、
ど
う
生
き
て
い

く
の
が
い
い
の
か
。
そ
の
た
め
に
著
者
は

「
自
分
に
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
を
知
る
」「
活

動
に
没
頭
す
る
」「
柔
軟
に
変
化
し
続
け

る
」
と
い
う
３
軸
の
思
考
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　要
は
自
分
と
他
人
と
の
違
い
を
認
知
し
、

そ
れ
に
そ
っ
て
ベ
タ
ー
な
行
動
戦
略
を
立

て
る
こ
と
。
本
書
は
ビ
ジ
ネ
ス
書
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
生
き
方
そ
の
も

の
に
語
り
掛
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
も

あ
る
の
で
す
。

　個
性
と
多
様
性
、
主
体
性
と
受
動
性
、

協
調
と
排
他
、
そ
し
て
不
透
明
な
未
来
。

あ
ら
ゆ
る
道
標
が
曖
昧
な
今
の
時
代
を
、

胸
を
張
っ
て
生
き
る
た
め
に
手
に
取
り
た

い
一
冊
。

佐
藤 

航
陽 

著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

１
、７
６
０
円（
税
込
）

ゆ
る
ス
ト
イ
ッ
ク

　―
ノ
イ
ズ
に
邪
魔
さ
れ
ず
１
日
を
積
み
上
げ
る
思
考
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令
和
６
年
度
第
93
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
、

令
和
６
年
11
月
20
日（
水
）、
21
日（
木
）宮
崎
県
宮
崎
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
１
日
目
式
典
の
後
半
、
道
民
児
連
佐
川
会
長
が
登
壇
し
、

次
期
開
催
地
と
し
て
の
挨
拶
を
行
い
、

北
海
道
お
よ
び
札
幌
市
か
ら
の
参
加
者
が

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
９
月
４
日（
木
）、
５
日（
金
）の

第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
北
海
道
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、

全
国
大
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

全
国
か
ら
の
参
加
者
を
お
迎
え
す
る
準
備
号
と
し
て
特
集
し
ま
す
。
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
は
、
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
研
修
の
場
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
全
国
か
ら
民
児
協
の
代
表
者
が
結
集

す
る
場
で
あ
り
、
新
た
な
民
児
協
間
交
流
の
機
会

と
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
、
そ
の
学
び
を
地
元

に
持
ち
帰
り
、民
児
協
活
動
に
還
元
す
る
こ
と
で
、

各
地
の
民
児
協
活
動
の
一
層
の
充
実
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
制

度
や
活
動
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
、
認
識
の

共
通
化
を
図
る
ほ
か
、
民
児
協
活
動
の
方
向
性
や

重
点
等
を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
そ
の
歴
史
は
、

戦
前
戦
後
の
混
乱
期
な
ど
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、

先
達
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
生
委
員

制
度
の
歴
史
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
で
あ

る
と
も
言
え
ま
す
。

■
民
生
委
員
制
度
の
創
設

　

日
本
は
、
大
正
３
年
に
第
一
次
世

界
大
戦
（
以
下
、「
一
次
大
戦
」）
に

参
戦
し
戦
勝
国
と
な
り
ま
す
が
、
一

次
大
戦
前
後
の
こ
の
時
期
、
国
民
の

生
活
不
安
は
深
刻
で
し
た
。
物
価
騰

貴
が
民
衆
の
生
活
を
苦
し
め
、「
米

騒
動
」
が
全
国
に
波
及
し
、
社
会
が

混
乱
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

背
景
に
、
民
生
委
員
制
度
の
み
な
も

と
で
あ
る
「
済
世
顧
問
制
度
」
が
大

正
６
年
岡
山
県
で
誕
生
し
、
翌
大
正

７
年
に
は
、
大
阪
府
で
「
方
面
委
員

制
度
」
が
発
足
し
、
全
国
に
普
及
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
全
国
方
面
委
員
大
会
の
開
催

　

方
面
委
員
制
度
創
始
10
年
後
、
よ

う
や
く
設
置
道
府
県
が
１
道
３
府
36

県
、
委
員
数
１
万
２
，
８
４
９
名
に

達
し
た
昭
和
２
年
に
初
め
て
方
面
委

員
の
全
国
的
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
回
は
「
全
国
方
面
委
員
会

議
」
の
名
の
も
と
、
中
央
社
会
事
業

協
会
（
現
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

主
催
で
、
昭
和
２
年
10
月
21
日
、
22

日
の
両
日
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
続
い
て
23
日
か
ら
３
日

間
、
厚
生
省
会
議
室
で
講
習
会
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
戦
争
時
代
に
入
る
昭
和
12

年
ま
で
８
回
に
わ
た
り
全
国
方
面
委

員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
全
国

方
面
委
員
大
会
で
は
、
方
面
委
員
制

度
の
普
及
に
伴
い
、
制
度
自
体
に
、

あ
る
い
は
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど
を

背
景
と
す
る
方
面
委
員
活
動
の
改
善

向
上
を
図
る
べ
く
幾
多
の
提
案
や
決

定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
方
面
委
員
制
度
の
発
展

　

昭
和
初
期
、
日
本
は
、
世
界
恐
慌

の
影
響
を
受
け
て
昭
和
恐
慌
に
陥

り
、
数
多
く
の
困
窮
者
が
発
生
し
、

農
村
部
を
中
心
に
娘
の
身
売
り
が
相

次
ぎ
、
社
会
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
そ

れ
ま
で
の
「
恤
じ
ゅ
っ

救
き
ゅ
う

規
則
」
に
代
わ

る
新
た
な
公
的
救
済
制
度
と
し
て

「
救
護
法
」
が
誕
生
し
ま
す
が
、
財

源
不
足
に
よ
り
国
は
そ
れ
を
す
ぐ
に

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
救
護
法
実
施
に
導
い
た
方
面
委

員
は
、
市
町
村
長
の
補
助
機
関
た
る

「
救
護
委
員
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
救
護
法
実
施

前
後
の
方
面
委
員
制
度
の
発
展
は
、

全
国
方
面
委
員
大
会
の
協
議
事
項
を

見
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

第
１
回
（
昭
和
２
年
10
月
）
は
方

面
委
員
制
度
の
整
備
、
方
面
委
員
全

国
連
盟
組
織
案
の
提
唱
ほ
か
、
第
２

回
（
昭
和
４
年
11
月
）
は
救
護
法
の

実
施
促
進
、
方
面
委
員
制
度
の
法
制

化
、
全
国
方
面
委
員
の
連
絡
統
一
の

促
進
ほ
か
で
し
た
。昭
和
６
年
４
月
、

全
国
の
方
面
委
員
の
連
絡
と
調
整
、

協
働
を
目
指
し
て
全
日
本
方
面
委
員

連
盟
（
現
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
）
が
設
立
、
初
代
会
長
に
中

央
社
会
事
業
協
会
会
長
で
あ
っ
た
実

業
家
の
渋
沢
栄
一
氏
が
推
挙
さ
れ
、

全
日
本
方
面
委
員
連
盟
が
主
催
者
と

な
っ
た
第
３
回
（
昭
和
８
年
３
月
）

は
救
護
法
実
施
の
迅
速
適
正
ほ
か
で

し
た
。
第
４
回
（
昭
和
８
年
10
月
）

は
要
救
護
の
取
り
扱
い
ほ
か
、
第
５

回（
昭
和
９
年
10
月
）は
救
療
普
及
、

親
子
心
中
防
止
ほ
か
、
第
６
回
（
昭

和
10
年
４
月
）
は
方
面
委
員
制
度
徹

底
強
化
ほ
か
、
第
７
回
（
昭
和
11
年

５
月
）
は
結
核
療
養
施
設
の
拡
充
、

公
私
社
会
事
業
施
設
と
の
連
絡
ほ
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
11
年
11
月
、
方
面
委
員
令
が

公
布
さ
れ
、
方
面
委
員
制
度
は
全
国

統
一
の
制
度
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年

５
月
、
方
面
委
員
制
度
創
始
20
周
年

記
念
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
８

回
大
会
の
２
か
月
後
に
日
中
戦
争
が

勃
発
し
、
歴
史
的
変
動
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
戦
時
中
に
開
催

さ
れ
た
全
国
方
面
委
員
大
会
の
内
容

は
、
戦
時
的
特
色
を
現
し
国
運
を
賭

し
て
の
大
戦
遂
行
の
た
め
の
国
策
に

協
力
す
る
態
勢
の
整
備
強
化
が
中
心

と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
時
節
柄

当
然
の
こ
と
で
し
た
。

■
皇
室
と
民
生
委
員

　

戦
後
、
民
生
委
員
制
度
に
な
っ
て

か
ら
は
、
昭
和
21
年
、
民
生
委
員
令

の
制
定
実
施
直
後
に
京
都
市
で
第
１

回
全
国
民
生
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
民
生
委

員
制
度
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
大

会
と
し
て
、
制
度
の
運
営
方
針
と
活

動
態
勢
の
整
備
、
委
員
精
神
の
高
揚

を
図
り
、
国
民
生
活
の
安
定
施
策
の

万
全
を
期
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
社

会
事
業
大
会
に
含
ま
れ
た
第
２
回
大

会
で
は
、
初
め
て
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
高
松
宮
大
会
総

裁
の
式
辞
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
、

片
山
哲
総
理
大
臣
の
特
別
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
の
歴
史
は
、
皇
室
と
も

多
様
な
結
び
つ
き
を
も
ち
な
が
ら
経
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過
し
て
き
ま
し
た
。大
正
５
年
５
月
、

宮
中
で
開
催
さ
れ
た
地
方
長
官
会
議

に
お
い
て
、
岡
山
県
笠
井
信
一
知
事

は
、
大
正
天
皇
か
ら
「
県
下
の
貧
し

い
人
々
の
生
活
状
況
は
ど
う
か
」。

と
御
下
問
を
う
け
ま
す
が
、
そ
の
問

い
か
け
が
、後
に「
済
世
顧
問
制
度
」

を
生
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
予
算
が
確

保
で
き
ず
に
実
施
時
期
が
定
ま
ら
ず

に
い
た
救
護
法
実
施
の
厚
い
壁
を
打

ち
破
る
べ
く
、
昭
和
６
年
２
月
、
全

国
方
面
委
員
の
代
表
は
天
皇
へ
の
上

奏
を
決
意
し
、「
救
護
法
実
施
請
願

ノ
表
」
を
持
参
し
て
残
雪
の
皇
居
二

重
橋
前
に
整
列
し
ま
し
た
。
自
ら
の

辞
表
を
胸
に
困
窮
者
支
援
を
訴
え
た

そ
の
思
い
が
事
態
を
打
開
す
る
こ
と

と
な
り
、
翌
、
昭
和
７
年
１
月
、
救

護
法
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

戦
後
、
功
労
民
生
委
員
に
対
す
る

表
彰
や
弔
意
と
し
て
、
御ご

下か

賜し

特
別

基
金
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
24
年
６
月
、

制
度
の
育
て
の
親
と
も
い
う
べ
き
原

泰
一
氏
が
大
宮
御
所
に
招
か
れ
労
を

ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
賜

っ
た
御み

歌う
た

は
、
直
ち
に
複
製
さ
れ
全

国
の
民
生
委
員
関
係
者
に
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
記
念
大
会
へ
の
皇
室

の
ご
臨
席
お
よ
び
御ぎ
ょ

製せ
い

等
の
御
下

賜
の
状
況
に
つ
い
て
は
、【
表
１
】

の
と
お
り
で
す
。

■
北
海
道
大
会
の
開
催

　

昭
和
23
年
に
北
海
道
札
幌
市
に
お

い
て
、
第
３
回
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
が
全
日
本
民
生
委
員
連
盟

（
現
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
）、
北
海
道
、
北
海
道
民
生
委
員

連
盟
（
現
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委

員
連
盟
）、
札
幌
市
の
共
同
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

児
童
福
祉
法
の
実
施
に
よ
る
児
童
委

員
と
し
て
の
具
体
的
活
動
方
策
と
制

度
運
営
上
の
諸
問
題
、
具
体
的
活
動

分
野
と
技
術
の
研
究
を
主
眼
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
民
生
委
員
法
の
制
定

に
際
し
て
と
ら
れ
た
「
民
生
委
員
と

議
員
と
の
兼
職
禁
止
の
措
置
」
に
つ

い
て
も
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

■�

こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
の

　
開
催
状
況

　

以
下
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
大
会
に

お
け
る
主
な
出
来
事
等
を
抜
粋
し
ま

す
。

・
昭
和
24
年
大
会

　

�
民
生
委
員
の
歌「
花
咲
く
郷
土
」、

民
生
委
員
を
讃
え
る
歌
「
光
と
と

も
に
」
を
発
表

・
昭
和
26
年
大
会

　

民
生
委
員
信
条
を
制
定

・
昭
和
28
年
大
会

　

世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度
の
要
望

・
昭
和
31
年
大
会

　

�

市
町
村
社
協
の
法
制
化
、
母
子
福

祉
法
の
制
定
な
ど
の
要
望

・
昭
和
35
年
大
会

　

�

総
務
の
役
割
に
つ
い
て
討
議
、
世

帯
更
生
運
動
推
進
強
化
に
関
す
る

決
議

・
昭
和
39
年
大
会

　

�

民
生
委
員
の
近
代
化
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

・
昭
和
41
年
大
会

　

�

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
要

綱
案
・
50
周
年
記
念
事
業
計
画
案

の
協
議

・
昭
和
46
年
大
会

　

�

民
生
委
員
の
大
幅
増
員
と
制
度
の

刷
新
改
善
が
重
要
な
決
定
事
項

・
昭
和
49
年
大
会

　

民
児
協
の
充
実
強
化
が
活
発
議
論

・
昭
和
52
年
大
会

　

�

60
周
年
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

強
化
方
策
を
採
択

・
昭
和
55
年
大
会

　

�

心
配
ご
と
相
談
活
動
の
推
進
強
化

に
つ
い
て
議
論

・
昭
和
57
年
大
会

年 名　称 皇室のご臨席 御製・御歌の下賜 開催地

昭和22年 全国社会事業大会 天皇皇后両陛下、
高松宮殿下 東京都

昭和24年 貞明皇后より御歌下賜

昭和31年 民生委員法制定10周年記念
全国民生委員児童委員大会 高松宮妃殿下 福岡県小倉市

昭和32年 民生委員制度創設40周年記念
全国社会福祉大会 天皇皇后両陛下 香淳皇后より御歌下賜 東京都

昭和42年 民生委員制度創設50周年記念
全国社会福祉大会 天皇皇后両陛下 天皇陛下より御製下賜 東京都

昭和62年 民生委員制度創設70周年記念
全国民生委員児童委員大会 皇太子同妃両殿下 東京都

平成９年 済世顧問制度創設80周年記念
全国民生委員児童委員大会 高円宮同妃両殿下 東京都

平成19年 民生委員制度創設90周年記念
全国民生委員児童委員大会 天皇皇后両陛下 東京都

平成29年 民生委員制度創設100周年記念
全国民生委員児童委員大会 天皇皇后両陛下 東京都

民生委員児童委員記念大会への皇室のご臨席および御製等の御下賜表１
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�

活
動
強
化
方
策
５
年
目
の
成
果
集

約
、
世
帯
更
生
援
助
強
化
運
動
の

評
価

・
昭
和
62
年
大
会

　

�

70
周
年
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

強
化
方
策
の
策
定

・
平
成
４
年
大
会

　

�

総
課
題
「
地
域
福
祉
の
推
進
と
生

活
支
援
活
動
の
強
化
」

・
平
成
５
年
大
会

　

�

研
究
委
員
会
テ
ー
マ
「
主
任
児
童

委
員
設
置
と
児
童
委
員
活
動
」

・
平
成
７
年
大
会

　

�

改
正
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員

信
条
を
発
表

・
平
成
８
年
大
会

　

�

80
周
年
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

強
化
方
策
の
骨
子
案

・
平
成
９
年
大
会

　

�

民
生
委
員
制
度
創
設
80
周
年
記
念

大
会

・
平
成
10
年
大
会

　

�

民
生
委
員
法
制
定
50
周
年
記
念
大

会
・
平
成
12
年
大
会

　

�

民
生
委
員
法
・
児
童
福
祉
法
の
改

正
を
受
け
活
動
の
在
り
方
を
考
え

る
大
会

・
平
成
13
年
大
会

　

�

テ
ー
マ
「
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
の
委
員
活
動
の
在
り
方
」

・
平
成
17
年
大
会

　

�

自
然
災
害
に
対
す
る
民
児
協
、
民

生
委
員
と
し
て
の
備
え
が
大
き
な

テ
ー
マ

・
平
成
19
年
大
会

　

�

民
生
委
員
制
度
創
設
90
周
年
記
念

大
会

・
平
成
20
年
大
会

　

�

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動

の
推
進

・
平
成
23
年
大
会

　
�

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る

青
森
県
で
開
催

・
平
成
25
年
大
会

　

�

全
国
児
童
委
員
活
動
強
化
方
策
に

基
づ
く
児
童
委
員
活
動
の
推
進

・
平
成
26
年
大
会

　

ブ
ロ
ッ
ク
輪
番
制
の
導
入

・
平
成
29
年
大
会

　

�

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

記
念
大
会

■
近
年
の
動
向

　

令
和
の
時
代
に
入
る
と
、
全
国
大

会
は
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

開
催
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の
名
古

屋
大
会
よ
り
こ
れ
ま
で
の
開
催
形
式

に
よ
る
大
会
が
復
活
し
、
２
日
目
に

は
、「 

高
齢
者
・
障
が
い
者
」、「
子

ど
も
」、「 

生
活
困
窮
」、「 

民
児
協

機
能
」、「 

災
害
に
備
え
る
」
の
５

つ
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、
活
動
交

流
集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

■�

令
和
７
年
度
第
94
回
北
海
道

大
会
を
開
催

　

北
海
道
で
は
、
昭
和
23
年
開
催
の

後
、
昭
和
36
年
、
昭
和
47
年
、
昭
和

57
年
と
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
の
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本

年
札
幌
市
で
開
催
す
る
第
94
回
大

会
、
実
に
43
年
ぶ
り
に
北
海
道
で
開

催
さ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
令
和
７

年
度
第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
北
海
道
大
会
参
加
に
係
る
事

前
調
査
」
で
は
、
全
道
（
札
幌
市
民

児
協
の
参
加
者
を
含
ま
な
い
）
か
ら

２
，
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
希

望
が
寄
せ
ら
れ
、
本
大
会
は
５
，

０
０
０
名
規
模
で
の
開
催
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
周

年
記
念
大
会
を
除
き
参
加
者
が
５
，

０
０
０
名
を
超
え
た
記
録
は
な
く
、

極
め
て
稀
な
大
会
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
連
盟
で
は
、
令
和
５
年
９
月
に

札
幌
市
民
児
協
と
協
働
で
「
令
和
７

年
度
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

実
行
委
員
会
」（
北
海
道
、札
幌
市
、

道
社
協
、札
幌
市
社
協
、道
民
児
連
、

札
幌
市
民
児
協
）
を
立
ち
上
げ
、
開

催
地
と
し
て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
を
お
迎

え
す
る
た
め
に
、
道
内
の
参
加
者
に

は
入
場
時
間
や
駐
車
場
使
用
な
ど
に

制
限
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
制
度
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
大
会
の
歴
史
と
そ
の

関
係
者
の
思
い
を
引
継
ぎ
、
全
国
の

民
生
委
員
児
童
委
員
が
一
丸
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
の
充
実
と
発
展
に
寄
与
し
、

こ
れ
か
ら
も
「
明
る
く
楽
し
く
元
気

よ
く
活
動
し
て
い
け
る
。」
そ
ん
な

機
会
と
な
る
大
会
と
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道民児連のホームページが、これまでよりも見やすく、使いやすく、
検索しやすく、カッコよくリニューアルしました。
ぜひアクセスいただき、忌憚のないご意見をお寄せください。

https://www.dominjiren.jpURL

〈
参
考
文
献
〉

　

�

民
生
委
員
制
度
百
年
通
史
：
社
会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
２
０
１
９
．４
．30

道民児連ホームページをリニューアルしました
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Ⅰ　
事
業
方
針

　

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
が
一
定
の
収
束
を
見
せ
、社
会
・

経
済
活
動
は
徐
々
に
活
性
化
し
て
き
ま
し
た
。

本
連
盟
が
主
催
す
る
各
種
研
修
等
事
業
の
参
加

実
績
に
つ
い
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
遜
色
な

い
状
況
に
至
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、抜
本
的
見
直
し
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、不
安
定
な
世
界
情
勢
に
起
因
す
る

物
価
高
騰
の
経
済
環
境
の
悪
化
が
続
い
て
お
り
、

我
が
国
に
お
い
て
も
、依
然
と
し
て
少
子
・
高

齢
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
、社
会
的
孤
立
の
増

加
な
ど
、国
民
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
課
題

が
山
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、地
域
の
身
近
な
相
談

相
手
で
あ
る
民
生
委
員
児
童
委
員
に
寄
せ
ら
れ

る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、活
動
の

負
担
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
っ
た
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に

お
け
る
民
生
委
員
調
査
書
等
の
運
用
見
直
し
な

ど
を
例
に
、活
動
の
負
担
軽
減
に
関
し
て
、さ
ま

ざ
ま
な
議
論
や
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、委
員
活
動
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
根
本
的

な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、令
和
７
年
12
月
に
は
一
斉
改
選
を

控
え
て
い
ま
す
。今
回
の
一
斉
改
選
で
は
、い
わ

ゆ
る〝
団
塊
の
世
代
〟の
委
員
が
年
齢
制
限
に
よ

り
多
数
退
任
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。民
生
委
員
制
度
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
事

態
と
い
え
る
こ
の
状
況
に
お
い
て
、本
連
盟
で

は
、〝
委
員
の
早
期
退
任
傾
向
〟の
問
題
に
着
目

し
、新
た
な
候
補
者
探
し
と
並
行
し
て
、現
任
委

員
が
少
し
で
も
委
員
を
長
く
続
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。今
後
の

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
、民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
理
念
や
そ
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
継
承
し
て
い
く
か
、委
員
同
士
で
支
え
合
う

民
児
協
づ
く
り
こ
そ
が
、な
り
て
不
足
の
課
題

解
決
に
向
け
た
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
、各

種
研
修
事
業
や
調
査
・
研
究
を
通
し
て
、そ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
に
お
け
る
福
祉
・
生
活
課
題
は
ま

す
ま
す
深
刻
化
し
て
お
り
、人
々
が
安
全
・
安
心

に
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、地
域

住
民
は
も
と
よ
り
多
様
な
関
係
機
関
・
団
体
等

が
連
携
・
協
働
し
た「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
で
あ
る
民
生
委
員
児

童
委
員
に
は
、そ
の
連
携
・
協
働
の
ハ
ブ（
結
節

点
）と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、本
連
盟
が
策

定
し
た「
第
３
次
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
指
針
」を
軸
に
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ

る
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
対
し

て
も
、住
民
同
士
が
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ
く

り
や
、災
害
時
の
支
援
活
動
の
あ
り
方
な
ど
を

考
え
る「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
」に
つ
い
て
、一
般
化
に
向
け
た
普
及
・
啓

発
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、令
和
７
年
９
月
に
は
43
年
ぶ
り
に

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
北
海
道
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
全
国
大
会
の
開
催
に
向

け
て
、既
存
の
本
連
盟
主
催
事
業
に
関
し
て
、一

部
日
程
お
よ
び
内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、北
海
道
な
ら
で
は
の
特
色

の
あ
る
有
意
義
な
大
会
と
す
る
べ
く
、自
治
体
・

関
係
機
関
お
よ
び
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、準
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

以
上
の
情
勢
認
識
を
ふ
ま
え
、次
の
４
点
を

重
点
項
目
に
位
置
付
け
推
進
し
ま
す
。

Ⅱ　
重
点
推
進
項
目

１
．�「
な
り
て
不
足
」の
課
題
に
対
す
る

　

��

取
り
組
み
と
一
斉
改
選
結
果
の
検
証

　

本
連
盟
で
は
、今
日
的
な「
な
り
て
不
足
」の

課
題
に
対
し
て
、実
態
調
査
の
実
施
、研
修
に
よ

令
和
７
年
度

事
業
計
画

開催月日 事　業　名 開催地 会　場

  4月  8日（火） 第１回支部長会議 札幌市 かでる2.7

  4月  8日（火）
    ～  9日（水） 地区・市支部長セミナー 札幌市 かでる2.7

  4月22日（火） 令和６年度監事監査 札幌市 道民児連事務所

  5月  9日（金） 第１回理事会 札幌市 かでる2.7

  5月15日（木）
    ～16日（金） 民児協事務局職員研修会 札幌市 北海道自治労会館

  5月28日（水） 第１回評議員会 札幌市 かでる2.7

  6月  3日（火）
    ～  4日（水） 全道民児協会長・副会長研究協議会 札幌市 札幌パークホテル

  6月12日（木） 全道物故民生委員児童委員慰霊祭 札幌市 円山公園慰霊碑前

6月～10月 民生委員児童委員専門研修 14か所 14管内

  7月17日（木）
    ～18日（金） 中堅民生委員児童委員教室（リーダー対象） 札幌市 かでる2.7

  7月31日（木） 民生委員児童委員活動推進講座（オンライン併用） 札幌市 かでる2.7

  8月20日（水） 全道児童委員活動研究集会　※１日開催 札幌市 ホテルポールスター札幌

  9月17日（水）
    ～26日（金） 道民活動センター休館に伴う事務所の一時閉鎖 ７営業日の休業

10月  6日（月） 第３回理事会 札幌市 かでる2.7

10月27日（月） 地区・市支部長、町村民児協会長、事務局長会議 札幌市 ホテルポールスター札幌

1月～3月 民生委員児童委員初任者研修 14か所 14管内

  2月24日（火） 第２回支部長会議 札幌市 ホテルポールスター札幌

  2月24日（火） 第４回理事会 札幌市 ホテルポールスター札幌

  3月12日（木） 第２回評議員会 札幌市 ホテルポールスター札幌

全国関係会議等
  9月  4日（木）
    ～  5日（金） 全国民生委員児童委員大会北海道大会 札幌市 北海きたえーる他

  6月23日（月）
    ～24日（火） 北海道・東北ブロック道県・指定都市民児協会長等会議 山形県 メトロポリタン山形

10月21日（火） 北海道社会福祉大会 札幌市 未定

る
意
欲
向
上
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、所
轄

行
政
庁
と
の
委
員
選
任
の
あ
り
方
に
関
す
る
協

議
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
調
査
、研
究
、調
整
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、〝
早
期
に
一
斉
改

選
に
関
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
単
位
民
児
協

は
欠
員
が
少
な
い
〟と
い
う
傾
向
が
明
ら
か
と

な
り
、そ
の
成
果
物
と
し
て「
令
和
７
年
一
斉
改

選
に
向
け
た
モ
デ
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」を
示
し

た
と
こ
ろ
、一
斉
改
選
年
前
年
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
る
民
児
協
の
割
合
は
３
割
か
ら
５
割
に

上
昇
し
ま
し
た
。今
年
度
の
一
斉
改
選
は
、い
わ

ゆ
る〝
団
塊
の
世
代
〟が
漏
れ
な
く
75
歳
に
達
す

る
年
で
あ
り
、こ
の
課
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化

す
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
ま
す
。民
生
委
員
制
度

の
安
定
的
な
存
続
に
寄
与
す
る
た
め
、令
和
７

年
12
月
の
一
斉
改
選
の
結
果
を
徹
底
的
に
検
証

し
今
後
必
要
な
取
り
組
み
を
再
検
討
し
ま
す
。

２
．学
び
方
の
多
様
性
を

　

��

担
保
す
る
取
り
組
み

　

本
連
盟
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
に
よ
り
、オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
・
研
修
の
開
催
、研

修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
に
よ
る
普
及
啓
発
、オ
ン

デ
マ
ン
ド
を
駆
使
し
た
新
た
な
学
び
の
環
境
整

備
等
、以
前
に
は
な
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得

し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、委
員
の
就
業
率
が
高

ま
り
を
見
せ
る
今
日
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
学
び
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ロ
ン
の
開
催
も
含
め
、研
修
動
画
の
配

信
等
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
活
用
し
た
〝
学
び
方
の

多
様
性
を
担
保
す
る
取
り
組
み
〟に
つ
い
て
、更

な
る
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

３
．�民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

　

��

あ
り
方
に
関
す
る
検
討

　

本
連
盟
で
は
、民
生
委
員
児
童
委
員
、民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
を
取
り
巻
く
課
題
を
検
討

す
る
た
め
に
、令
和
２
年
度
の「
民
生
委
員
児
童

委
員
の
研
修
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」の
設
置
を
皮
切
り
に
、「
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

を
経
て
、今
日
で
は「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」の
常
設
設
置
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と

で
、各
分
野
専
門
家
の
識
見
に
よ
り
本
連
盟
事

業
を
客
観
的
に
評
価
い
た
だ
く
と
共
に
、時
勢

に
即
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
提
案
い
た
だ

く
な
ど
、本
連
盟
に
お
い
て
、民
児
協
の
あ
り
方

令和７年度 道民児連事業日程表
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を
多
角
的
に
議
論
し
検
証
す
る
環
境
が
整
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、「
民
児
協
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」委
員
の
助
力
を
得
て
、委
員
の

な
り
て
不
足
、次
代
を
担
う
人
材
の
確
保
、支
え

合
う
民
児
協
づ
く
り
、研
修
の
質
の
担
保
な
ど
、

現
在
直
面
し
て
い
る
多
岐
に
わ
た
る
今
日
的
課

題
に
つ
い
て
検
討
を
継
続
し
、実
効
性
の
高
い

企
画
を
提
案
し
ま
す
。

４
．�第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

大
会
北
海
道
大
会
の
開
催

　

令
和
７
年
９
月
４
～
５
日
、全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
が
主
催
す
る
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
が
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。昭
和
57
年
以
来
、43
年
ぶ
り
の
地
元
開
催

に
あ
た
り
、北
海
道
や
札
幌
市
民
児
協
等
、自
治

体
・
関
係
機
関
お
よ
び
諸
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
制
度
・
活
動
を

取
り
巻
く
現
状
を
ふ
ま
え
、よ
り
一
層
の
充
実

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。そ

し
て
、北
の
大
地
か
ら
の
発
信
が
全
国
の
仲
間

に
響
く
よ
う
、北
海
道
な
ら
で
は
の
特
色
の
あ

る
有
意
義
な
大
会
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
１　

�

民
生
委
員
児
童
委
員
の
資
質
向
上

の
た
め
の
研
修
事
業

ア　
研
修・研
究
協
議
事
業

（
ア
） 全
道
民
児
協
会
長
・
副
会
長
研
究
協
議
会

開
催
事
業

（
イ
） 全
道
児
童
委
員
活
動
研
究
集
会
開
催
事
業

（
ウ
） 中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室
開
催
事
業

　
　

⑴
新
リ
ー
ダ
ー
対
象
事
業（
本
連
盟
主
催
）

　
　

⑵ 

リ
ー
ダ
ー
候
補
対
象
事
業（
指
定
支
部

募
集
型
）

（
エ
） 民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
講
座
開
催

事
業

（
オ
） 民
生
委
員
児
童
委
員
専
門
研
修
事
業

（
カ
） 民
生
委
員
児
童
委
員
初
任
者
研
修
事
業

イ　

�

民
生
委
員
児
童
委
員（
民
児
協
）

活
動
支
援
事
業

（
ア
） 民
生
委
員
児
童
委
員（
民
児
協
）活
動
支
援

事
業

（
イ
） 民
児
協
事
務
局
職
員
研
修
会
事
業

（
ウ
） 北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
指
針
の

取
り
組
み

（
エ
） 民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討

（
オ
） 民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
て
び
き（
令

和
７
年
度
版
）の
編
集
・
発
行

公
２　

�

道
民
へ
の
普
及
啓
発
事
業
及
び
調

査
研
究
事
業

ア　

�

民
生
委
員
児
童
委
員
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業

（
ア
） 地
域
支
援
調
査（
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

調
査
）事
業

　
　

⑴ 

モ
デ
ル
指
定
民
児
協
に
対
す
る
現
地
指

導
の
実
施
お
よ
び
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
研
究

　
　

⑵ 

民
生
委
員
児
童
委
員（
民
児
協
）活
動
支

援
事
業
等
の
枠
組
み
で
取
り
組
み
支
援

　
　

⑶ 

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
普
及
・
啓
発

に
か
か
る
研
究
お
よ
び
教
材
開
発

（
イ
） 災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動

お
よ
び
民
児
協
組
織
体
制
整
備
に
関
す
る

調
査

イ　
一
般
道
民
へ
の
普
及
啓
発
事
業

（
ア
） ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
事
業

（
イ
） 民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日（
５
月
12
日
・

済
世
顧
問
制
度
の
創
設
日
）な
ら
び
に
民

生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化
週
間
事
業

（
５
月
12
日
か
ら
５
月
18
日
ま
で
）、民
生

委
員
児
童
委
員
活
動
資
料
の
作
成
・
配
付

事
業

（
ウ
） 関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
普
及
啓
発
事
業

ウ　
市
町
村
民
児
協
活
性
化
事
業

（
ア
）市
町
村
民
児
協
活
性
化
事
業

　
　

⑴
一
般
事
業
指
定

　
　

⑵
特
別
事
業
指
定

　
　

⑶
研
修
特
化
型
指
定

（
イ
） 北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
災
害
時
住
民

救
援
活
動
支
援
事
業

他
１　

�

民
生
委
員
児
童
委
員
の
互
助
共
済

及
び
福
利
厚
生
事
業
等

ア　
互
助
共
済・連
絡
事
業

イ　
広
報
発
行
事
業

ウ　

�

全
道
物
故
民
生
委
員
児
童
委
員

慰
霊
祭
事
業

エ　
退
任
委
員
感
謝
状
贈
呈
事
業

オ　
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報・事
務
通
信
事
業

カ　

�

支
部
長
セ
ミ
ナ
ー
、地
区・
市
支

部
長・
町
村
民
児
協
会
長・
事
務

局
会
議
開
催
事
業

（
ア
） 支
部
長
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

（
イ
） 地
区
・
市
支
部
長
、町
村
民
児
協
会
長
、事

務
局
長
会
議
開
催
事
業

法
人
運
営
管
理
事
業

ア　
本
連
盟
組
織・事
業
等
の
運
営
推
進

イ　
予
算
対
策
運
動
等
の
推
進

ウ　

�

公
益
財
団
法
人
と
し
て
適
正
な

法
人
運
営

令和７年度収支予算書【正味財産増減計算ベース】

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで ( 単位：円）

科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
　（1）経常収益

　　基本財産運用収益 146,000 146,000 0
　　特定資産運用収益 20,000 20,000 0
　　受取会費 59,700,000 59,700,000 0
　　事業収益 4,447,000 4,220,000 227,000
　　参加収益 4,850,000 6,600,000 △ 1,750,000
　　委託収益 8,929,000 6,534,000 2,395,000
　　受取補助金等 5,827,000 5,827,000 0
　　受取負担金 9,950,000 9,950,000 0
　　雑収益 6,002,000 106,000 5,896,000

経常収益計 99,871,000 93,103,000 6,768,000

　（2）経常費用

　　事業費 89,360,000 80,322,000 9,038,000

　　　給料 18,229,000 17,701,000 528,000
　　　諸手当 9,772,000 10,301,000 △ 529,000
　　　賞与引当金繰入額 2,255,000 2,151,000 104,000
　　　退職給付費用 1,098,000 1,098,000 0
　　　福利厚生費 6,348,000 6,487,000 △ 139,000
　　　会議費 224,000 204,000 20,000
　　　旅費交通費 4,241,000 4,665,000 △ 424,000
　　　通信運搬費 3,488,000 2,140,000 1,348,000
　　　減価償却費 775,000 772,000 3,000
　　　消耗品費 1,301,000 1,238,000 63,000
　　　印刷製本費 13,810,000 6,647,000 7,163,000
　　　光熱水費 1,142,000 1,086,000 56,000
　　　使用賃借料 7,186,000 8,512,000 △ 1,326,000
　　　支払手数料 246,000 163,000 83,000
　　　筆耕翻訳料 446,000 292,000 154,000
　　　電算維持費 574,000 557,000 17,000
　　　購読料 57,000 50,000 7,000
　　　講師等謝金 1,542,000 2,075,000 △ 533,000
　　　講師等旅費 1,421,000 1,771,000 △ 350,000
　　　業務委託費 4,958,000 4,497,000 461,000
　　　支払負担金 49,000 79,000 △ 30,000
　　　支払助成金 2,498,000 1,818,000 680,000
　　　支払給付金 5,640,000 5,450,000 190,000
　　　支払分担金 2,060,000 568,000 1,492,000

　　管理費 15,138,000 13,555,000 1,583,000

　　　役員報酬 120,000 140,000 △ 20,000
　　　給料 4,240,000 4,097,000 143,000
　　　諸手当 2,535,000 2,729,000 △ 194,000
　　　賞与引当金繰入額 639,000 606,000 33,000
　　　退職給付費用 342,000 342,000 0
　　　福利厚生費 1,676,000 1,692,000 △ 16,000
　　　会議費 64,000 103,000 △ 39,000
　　　旅費交通費 3,005,000 1,876,000 1,129,000
　　　通信運搬費 333,000 279,000 54,000
　　　減価償却費 73,000 95,000 △ 22,000
　　　消耗品費 119,000 150,000 △ 31,000
　　　印刷製本費 239,000 163,000 76,000
　　　光熱水費 142,000 134,000 8,000
　　　使用賃借料 558,000 411,000 147,000
　　　支払手数料 20,000 13,000 7,000
　　　電算維持費 53,000 51,000 2,000
　　　購読料 9,000 8,000 1,000
　　　業務委託費 81,000 40,000 41,000
　　　租税公課 22,000 22,000 0
　　　支払負担金 105,000 105,000 0
　　　支払弔慰金 20,000 20,000 0
　　　雑費 743,000 479,000 264,000

経常費用計 104,498,000 93,877,000 10,621,000

当期経常増減額 △ 4,627,000 △ 774,000 △ 3,853,000

 2．当期経常外増減額の部
　 （1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　�（2）経常外費用

経常外費用計 0 0 0

　　当期経常外増減額 0 0 0

　　他会計振替額 0 0 0

　　当期一般正味財産増減額 △ 4,627,000 △ 774,000 △ 3,853,000

　　一般正味財産期首残高 48,523,070 47,531,484 991,586

　　一般正味財産期末残高 43,896,070 46,757,484 △ 2,861,414

Ⅱ 指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 45,120,000 45,120,000 0

　　指定正味財産期末残高 45,120,000 45,120,000 0

Ⅲ 正味財産期末残高 89,016,070 91,877,484 △ 2,861,414
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　肩
の
力
を
抜
こ
う

鳥
居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。

エッセイ

全国民生委員児童委員大会について

■写真「松前藩戸切地陣屋跡桜並木トンネル」

インフォメーション
ホームページのリニューアルについて … 5
令和７年度事業計画 …………………… 6
令和７年度道民児連事業日程表 ……… 6
令和７年度収支予算 …………………… 7
エッセイ：ひとをつなぐ
　　　 「肩の力を抜こう」………… 8

ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
回
を
重
ね
て
い
こ
う

一
度
二
度
と
繰
り
返
し
て
身
に
つ
け
よ
う

一
人
二
人
と
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
も
で
き
た

普
段
の
自
分
を
忘
れ
て
い
た

身
構
え
る
自
分
が
嫌
い
だ
っ
た

肩
の
力
を
抜
い
て
と
優
し
く
言
わ
れ
た

民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
た
て
で
す

初
め
て
を
思
い
だ
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い

肩
の
力
の
抜
き
方
か
ら
お
願
い
し
ま
す

何
も
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る

誰
か
の
代
わ
り
が
で
き
る
わ
け
が
な
い

で
も
肩
に
背
負
っ
た
も
の
が
重
た
い

何
も
わ
か
ら
な
い
と
知
っ
て
い
る

誰
も
が
通
っ
た
道
に
立
つ

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
足
が
す
く
む

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

何
も
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

何
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う

15

■ 

内
　容

　高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か

け
て
、
日
本
は
経
済
発
展
に
沸
き
、
そ
れ

と
共
に
競
争
が
激
化
し
ま
し
た
。
勝
者
と

敗
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
。
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
で
は
「
24
時
間
働
け
ま
す
か
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
美
徳
の
よ
う
に

流
れ
た
時
代
で
し
た
。

　や
が
て
、
そ
う
し
た
時
代
へ
の
反
省
が

ゆ
と
り
教
育
へ
と
反
映
さ
れ
、
競
う
こ
と

へ
の
忌
避
の
風
潮
が
じ
わ
り
と
広
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
時
が
流
れ
て
迎
え
た
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
は
、
か

つ
て
の
成
長
主
義
へ
の
反
動
か
、
多
く
の

人
が
「
が
ん
ば
ら
な
く
て
い
い
」
と
い
う

癒
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

　そ
し
て
現
在
、
競
争
の
結
果
と
し
て
勝

者
に
な
る
こ
と
を
美
徳
と
す
る
生
き
方
に

は
も
う
戻
れ
な
い
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

頑
張
ら
ず
ゆ
る
ゆ
る
と
生
き
る
こ
と
も
納

得
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も

少
な
く
な
い
は
ず
。

　自
分
の
価
値
観
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、

柔
軟
に
社
会
に
適
応
す
る
生
き
方
。
そ
れ

が
本
書
の
提
示
す
る
「
ゆ
る
ス
ト
イ
ッ
ク
」。

自
身
が
輝
く
た
め
に
は
、
ど
う
生
き
て
い

く
の
が
い
い
の
か
。
そ
の
た
め
に
著
者
は

「
自
分
に
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
を
知
る
」「
活

動
に
没
頭
す
る
」「
柔
軟
に
変
化
し
続
け

る
」
と
い
う
３
軸
の
思
考
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　要
は
自
分
と
他
人
と
の
違
い
を
認
知
し
、

そ
れ
に
そ
っ
て
ベ
タ
ー
な
行
動
戦
略
を
立

て
る
こ
と
。
本
書
は
ビ
ジ
ネ
ス
書
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
生
き
方
そ
の
も

の
に
語
り
掛
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
も

あ
る
の
で
す
。

　個
性
と
多
様
性
、
主
体
性
と
受
動
性
、

協
調
と
排
他
、
そ
し
て
不
透
明
な
未
来
。

あ
ら
ゆ
る
道
標
が
曖
昧
な
今
の
時
代
を
、

胸
を
張
っ
て
生
き
る
た
め
に
手
に
取
り
た

い
一
冊
。

佐
藤 

航
陽 

著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

１
、７
６
０
円（
税
込
）

ゆ
る
ス
ト
イ
ッ
ク

　―
ノ
イ
ズ
に
邪
魔
さ
れ
ず
１
日
を
積
み
上
げ
る
思
考




